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な
い
が
」
と
前
置
き
し
た
う

え
で
、
中
国
、
イ
ン
ド
と
の

関
係
や
ネ
パ
ー
ル
が
抱
え
る

貧
困
問
題
、
南
ア
ジ
ア
情
勢

を
語
り
、「
中
国
の
思
惑
は

さ
て
お
き
、
国
民
は
経
済
支

援
を
歓
迎
し
て
い
る
。
援
助

や
投
資
に
つ
い
て
し
っ
か
り

分
析
や
研
究
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
大
学
の
役
割
だ
と
考

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
徐
准
教
授
は
、
中
国
の
対

外
援
助
は
公
私
連
携
が
中
心

で
「
援
助
、
貿
易
、
投
資
が

三
位
一
体
」
と
指
摘
。「
中

国
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
き
っ

か
け
に
急
速
に
経
済
発
展
し

た
経
験
が
あ
り
、
同
じ
こ
と

を
し
て
あ
げ
れ
ば
相
手
国
に

喜
ば
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

植
民
地
化
と
懸
念
さ
れ
な
い

よ
う
な
、
新
し
い
イ
ン
フ
ラ

投
資
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
だ

と
思
う
」
と
結
ん
だ
。

　
嘉
悦
大
学
の
ビ
シ
ュ
ワ
・

ラ
ズ
・
カ
ン
デ
ル
准
教
授

（
国
際
経
営
）は
、
イ
ン
ド
が

　数年前、米国で現地の労働事情につ

いて調査した際、とくに印象的だった

ことがあります。とりわけ北東部や西

海岸の大都市では労働運動が日本より

はるかに活発で、組合のデモや集会な

どにも頻
ひん

々
ぴん

と遭遇するのですが、その

多くはヒスパニック系が主役で、シュ

プレヒコールや

演説の半分はス

ペイン語なのです。そうでなくても米

国におけるスペイン語の「準公用語」

化は多くの日本人の想像を超える域に

達していて、公共施設や交通機関の表

示やアナウンスでも、英語とスペイン

語が今やほぼ同等の扱いです。

　また、近年の米国では中国系移民も

目立って増えていますが、大都市の中

華街には、英語のあまり通じないレス

トランも珍しくありません。もちろ

ん、そんな店で聞こえてくるのはもっ

ぱら中国語です。

　このように米国では、少なくとも中

南米などのスペイン語圏や中国語圏の

人々にとっては、英語が全く話せなく

ても、「なんとか住み着き、働ける」領域

が確実に拡大しています（「トランプ大

統領誕生」はそうした状況に深刻な翳
かげ

りを与える事件だ

ったとは思われま

すが）。昨今の米国は「人種のるつぼ」

ならぬ「人種のサラダボウル」と表現さ

れることもしばしばですが、「言語」に

ついても今後このような「サラダボウ

ル」化が進んでゆくのでしょうか。

　英語修得をめざして留学する人は多

いと思いますが、米国への訪問や滞在

は、英語だけではなく、こうした多言

語社会的な状況について考える良い機

会となるかもしれません。（担当は社

会政策）※短縮版。全文はCALL教室ホ

ームページで

ー 60 ー

兵頭　淳史 経済学部教授

言語のサラダボウルへ

米ボストン市でのホテル・レストラ

ン労働組合のスト決起集会。多くが

ヒスパニック系だった＝2008年

公
開
講
座
情
報

ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
　
支
え

る
ス
ポ
ー
ツ
の
フ
ロ
ン
ト
ラ

イ
ン
｜
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
と

魅
力
の
再
発
見
｜

　
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
価

値
を
考
え
る
。
基
調
講
演
は

ア
テ
ネ
五
輪
ハ
ン
マ
ー
投
げ

金
メ
ダ
ル
の
室
伏
広
治
氏
。

▽
日
時

11
月
29
日
（
水
）

13
時
30
分
〜
16
時
15
分
（
開

場
13
時
10
分
）
▽
会
場

生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
３
０
１

教
室

※
申
し
込
み
不
要
・
入
場
無

料旴
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
０
３
２

今
村
法
律
研
究
室
公
開
講
演

会
「
冤
罪
と
再
審
の
現
在
」

　
再
審
請
求
中
の
「
狭
山
事

件
」「
袴
田
事
件
」、
再
審
無

罪
判
決
を
勝
ち
取
っ
た
「
布

川
事
件
」
の
当
事
者
や
関
係

者
が
冤
罪
に
つ
い
て
語
る
。

▽
日
時

12
月
９
日
（
土
）

13
時
〜
▽
会
場

神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
５
４
２
教
室

※
申
し
込
み
不
要
・
入
場
無

料旴
お
お
と
り
総
合
法
律
事
務

所
☎
０
３
・
３
２
６
３
・
３

５
２
０

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科
の

政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
働
き
方
改
革
と
日
本
経

済
」
が
10
月
30
日
、
約
70
人

が
参
加
し
て
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
人
口
減

少
や
長
時
間
労
働
、
厳
し
い

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
な
ど
を
背

景
に
政
府
が
進
め
る
「
働
き

方
改
革
」
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会

委
員
と
し
て
議
論
に
参
加
し

た
２
氏
と
経
済
学
部
の
教
員

が
、
日
本
経
済
立
て
直
し
の

た
め
の
課
題
や
方
策
を
話
し

合
っ
た
。

　
基
調
講
演
し
た
日
本
総
合

研
究
所
理
事
・
主
席
研
究
員

の
山
田
久
氏
は
、
同
審
議
会

の
同
一
労
働
同
一
賃
金
部
会

で
正
社
員
と
非
正
社
員
の
処

遇
格
差
是
正
に
取
り
組
む
。

「
労
使
関
係
は
社
会
の
あ
り

方
を
決
め
る
重
要
な
要
素
」

と
語
り
、
北
欧
型
社
会
と
労

働
組
合
の
関
係
を
紹
介
。

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を

整
備
し
、
労
働
者
の
産
業
間

・
企
業
間
・
地
域
間
の
移
動

を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
全

体
の
雇
用
を
守
ろ
う
と
い
う

発
想
を
、
労
働
組
合
が
持
っ

て
い
る
。
社
会
全
体
を
考
え

る
思
考
が
大
事
で
は
」
と
述

べ
た
。

　
労
働
条
件
分
科
会
委
員
の

安
藤
至
大
・
日
本
大
学
総
合

科
学
研
究
所
准
教
授
は
、
労

働
力
人
口
の
減
少
に
よ
る
人

手
不
足
の
一
方
で
、
急
速
な

技
術
進
歩
で
特
定
の
仕
事
が

短
期
間
で
失
わ
れ
る
「
技
術

的
失
業
」
が
増
え
て
い
る
と

指
摘
し
た
。
表
面
的
な
知
識

や
過
去
の
経
験
よ
り
「
基
礎

理
論
な
ど
知
的
体
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
は

必
要
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

　
宮
本
光
晴
教
授
（
経
済
政

策
）
は
「
雇
用
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
と
制
度
改

革
、
経
済
再
生
の
た
め
の
生

産
性
向
上
が
ど
う
つ
な
が
る

の
か
明
確
で
な
い
」
と
疑
問

を
呈
し
た
。「
根
底
に
あ
る

の
は
働
き
方
で
は
な
く
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
問
題
」
で
あ
る

と
し
て
、
従
業
員
が
発
言
力

を
持
っ
て
経
営
に
参
画
す
る

従
業
員
代
表
制
の
導
入
を
提

唱
し
た
。

　
鈴
木
奈
穂
美
准
教
授
（
社

会
政
策
）
は
、
地
域
福
祉
に

住
民
を
巻
き
込
も
う
と
い
う

国
の
「
地
域
共
生
社
会
」
構

想
を
説
明
。
女
性
が
働
き
や

す
い
環
境
整
備
に
期
待
を
寄

せ
た
。

「働き方改革」通じ
経済再生策を論議

政
策
科
学

シ

ン

ポ

パネルディスカッションで意見を交わす４氏

社
会
科
学
研

公
開
研
究
会

　
社
会
科
学
研
究
所
（
宮
嵜

晃
臣
所
長
）
の
公
開
研
究
会

「
中
国
の
一
帯
一
路
構
想
と

南
ア
ジ
ア
へ
の
影
響
」
が
10

月
21
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。

　
陸
海
二
つ
の
ル
ー
ト
で
中

国
と
欧
州
を
結
ぶ
広
域
経
済

圏
構
想
「
一
帯
一
路
」
に
つ

い
て
、
中
国
の
対
外
援
助
・

投
資
を
研
究
す
る
徐
一
睿
経

済
学
部
准
教
授
（
財
政
学
）

を
は
じ
め
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ

ー
ル
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
母
国
の
状
況
を
報
告
し

た
。

　
英
語
で
基
調
講
演
し
た
ネ

パ
ー
ル
国
立
ト
リ
ブ
バ
ン
大

学
の
テ
ィ
ア
ス
・
ラ
ジ
ャ
・

カ
ニ
ヤ
学
長
は
、
応
用
言
語

学
が
専
門
。「
専
門
家
で
は

中国のネパールへの投資について

話すトリブバン大のカニヤ学長

中
国「
一
帯
一
路
」の
影
響
は

　
法
学
研
究
所
（
前
川
亨
所

長
）
に
よ
る
「
学
生
と
市
民

の
た
め
の
公
開
講
座
」
が
10

月
か
ら
始
ま
っ
た
。
12
月
ま

カ
ニ
ヤ
学
長
が
表
敬

　
カ
ニ
ヤ
学
長
は
佐
々
木
重

人
学
長
を
訪
ね
、
両
大
学
に

つ
い
て
情
報
を
交
換
し
た
。

お
土
産
の
仏
像
を
手
渡
し

「
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
我
が

大
学
へ
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
ネ
パ
ー
ル
と
社
研
の
本

格
的
な
研
究
交
流
は
今
回
が

初
め
て
。

　
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
は
ネ
パ

ー
ル
最
大
の
大
学
で
、
最
も

歴
史
が
あ
る
。

法
学
部
学
術
講
演
会

　
法
学
部
主
催
の
学
術
講
演

会
「
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
真

実
発
見
の
限
界
」
が
10
月
27

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
。
国
際
交
流
協
定
校

で
あ
る
独
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル

タ
ー
大
学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ

ン
ベ
ル
ク
の
ヘ
ニ
ン
グ
・
ロ

ー
ゼ
ナ
ウ
教
授
が
講
師
を
務

め
、
刑
事
訴
訟
の
基
本
的
な

問
題
で
あ
る
真
実
発
見
と
人

権
保
障
の
調
和
に
つ
い
て
考

察
し
た
。
刑
法
学
者
で
あ
る

日
髙
義
博
理
事
長
を
は
じ

め
、
森
住
信
人
准
教
授
の

「
刑
法
各
論
Ⅱ
」
を
受
講
す

る
学
生
ら
約
２
５
０
人
が
受

講
。
講
演
は
ド
イ
ツ
語
で
行

わ
れ
、
法
科
大
学
院
の
加
藤

克
佳
教
授
が
通
訳
を
務
め

た
。

　
真
実
発
見
は
正
し
い
判
決

を
下
す
た
め
に
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
ー
ゼ

ナ
ウ
教
授
が
「
真
実
を
絶
対

視
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
被

疑
者
・
被
告
人
の
権
利
と
基

本
権
は
、
真
実
へ
の
道
の
り

の
障
害
に
見
え
る
に
違
い
な

い
」
と
話
す
通
り
、
正
当
な

人
権
が
簡
単
に
失
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

　
講
演
で
は
、「
真
実
発
見

に
は
限
界
が
無
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
真
実
発
見
の
限

界
の
論
拠
を
ド
イ
ツ
基
本
法

（
ド
イ
ツ
憲
法
）
や
刑
事
訴

訟
法
の
解
釈
、
ド
イ
ツ
憲
法

裁
判
所
の
判
例
な
ど
か
ら
探

っ
た
。

　
ロ
ー
ゼ
ナ
ウ
教
授
は
「
真

実
発
見
は
法
治
国
家
原
則
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
人
間
の
尊
厳
の
保
護
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
結
ん
だ
。

講
演
す
る
ロ
ー
ゼ
ナ
ウ
教
授

独
基
本
法
か
ら

真
実
発
見
考
察

な
問
題
を
カ
バ
ー
で
き
る
の

が
人
間
の
安
全
保
障
の
大
き

な
強
み
」
と
説
明
。
ま
た
会

場
か
ら
は
、
欧
米
な
ど
で
の

難
民
排
除
に
つ
い
て
の
影
響

を
問
う
声
が
上
が
っ
た
。

　
今
後
の
講
座
の
予
定
は

次
の
通
り
。
▽
11
月
25
日

（
土
）「
地
方
行
政
の
現
場

か
ら
」
▽
12
月
９
日
（
土
）

「
刑
事
法
・
刑
事
政
策
の
現

場
か
ら
」

人
道
支
援
の
課
題
を
探
る

法
学
研
公
開
講
座

た
。
南
ス
ー
ダ
ン
は
現
在
、

世
界
第
３
位
の
難
民
発
生
国

で
、
隣
国
ケ
ニ
ア
に
あ
る
カ

ク
マ
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
は
18

万
人
以
上
が
暮
ら
す
。
角
谷

氏
は
人
道
援
助
の
定
義
や
キ

ャ
ン
プ
で
の
活
動
を
紹
介
。

そ
の
う
え
で
、
危
機
発
生
時

の
支
援
か
ら
復
興
・
開
発
支

援
に
至
る
ま
で
の
長
期
的
な

切
れ
目
の
な
い
支
援
の
必
要

性
と
、
国
際
協
力
に
関
す
る

関
心
の
低
さ
を
課
題
と
し
て

挙
げ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
森
川
教
授

は
、
角
谷
氏
が
専
門
と
す
る

「
人
間
の
安
全
保
障
」
に
つ

い
て
問
い
か
け
た
。
角
谷
氏

は
「
国
家
の
安
全
保
障
で
は

ま
か
な
い
き
れ
な
い
ミ
ク
ロ

報
告
者
を
招
き
、
現
場
と
大

学
で
の
研
究
の
接
点
を
探

る
。
法
学
部
共
催
。

　
初
回
の
10
月
21
日
は
「
国

際
法
・
国
際
政
治
の
現
場
か

ら
」
と
し
て
森
川
幸
一
法
学

部
教
授
（
国
際
法
）
が
案
内

役
を
務
め
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
難

民
を
助
け
る
会
）
前
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
角
谷
亮
氏
が
、
人
道
援
助

活
動
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　
角
谷
氏
は
南
ス
ー
ダ
ン
な

ど
に
駐
在
し
、
ケ
ニ
ア
の
難

民
キ
ャ
ン
プ
事
業
に
従
事
し

で
毎
月
開
催
す
る
。
昨
年
度

に
引
き
続
き
「
現
場
か
ら
の

法
律
学
・
政
治
学
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
一
線
で
活
躍
す
る

一
帯
一
路
に
反
対
す
る
理
由

と
し
て
、
港
湾
開
発
と
引
き

換
え
に
中
国
に
対
し
て
膨
大

な
債
務
を
背
負
っ
た
ス
リ
ラ

ン
カ
の
例
な
ど
を
挙
げ
た
。

３
氏
は
研
究
者
や
院
生
ら
約

30
人
を
前
に
、
終
始
和
や
か

な
表
情
で
質
問
に
答
え
た
。

人
道
援
助
活
動
に
つ
い
て
語
る

角
谷
氏
（
右
）
と
森
川
教
授


